
３ 生活排水処理施設整備構想<P13>１ 構想策定に係る基本的事項<P1>

２ 生活排水対策の現状と課題<P3>

４ 生活排水処理施設の整備等の推進<P18>

「山梨県生活排水処理施設整備構想２０２６」（案）の概要

(1) 構想の目的<P2>

・ 生活排水処理施設は、国、県、市町村の各々で所管が異なるため、相互に連
携が必要

・ 地域の実情に応じた生活排水処理施設の整備及び運営管理を効率的かつ計
画的に実施することを目的として策定

(2) 現在の構想（平成２８年度策定）<P2>

・ 令和７年度及び１７年度を中期及び長期目標年度に設定

(1) 生活排水処理施設の種類<P3> 

集合処理施設 ・・・・・ 下水道、農業集落排水処理施設、コミュニティ・プラント等

個別処理施設 ・・・・・ 浄化槽等

(2) 生活排水処理施設の整備とクリーン処理率の状況<P5> 

(3) 生活排水処理施設の整備・運営における課題<P9>
(1) 計画的かつ効率的な施設整備<P18> 

・ 下水道について、整備コストの縮減等を図り、効率的な整備を推進
・ 浄化槽について、市町村と連携した補助制度により合併処理浄化槽の整備を推進

(2) 普及啓発<P19> 

・ 下水道水洗化率の向上及び浄化槽の適正な維持管理に係る普及啓発を実施

(3) 進行管理<P20> 

・ 構想に対する進捗状況を毎年公表。社会情勢の変化等に応じて構想内容を更新

(1) 構想の策定方針<P13> 

① 生活排水処理施設の未整備区域の早期解消<P13> 

・ 人口減少等を考慮した市町村の整備計画の見直し

② 施設の効率的な改築・更新及び運営管理<P13> 

・ 処理施設の統廃合による広域化、事務・維持管理の共同化の検討

(2) 構想の策定内容<P14> 

① 処理区域の変更とその効果<P15> 

・ ７市町の５下水道で、計画区域を拡張（計１３３ha）し、施設整備を加速
・ ５市町村の６下水道で、計画区域を縮小（計１，１５４ha）し、浄化槽の整備を図る

こ とで、全体としての事業費を抑制

・ ３市の農業集落排水処理施設等の１５の処理場を統合するとともに、１町の下水
道をコミュニティ・プラントに転換することで、持続的な生活排水処理システムの
構築を推進

② 生活排水クリーン処理率の目標値<P16> 

長期目標年度（令和２６年度末）の目標値を９５．０％に設定

現況（基準年次）
令和６年度末
８７．６％

中期目標
令和１６年度末＊1

９３．０％

長期目標
令和２６年度末＊1

９５．０％

① 整備における課題<P9> 

・ 集合処理施設の整備事業費の減少
・ 単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換の遅れ

② 運営における課題<P10> 

・ 集合処理施設の老朽化
・ 人口減少、施設稼働率の低下
・ 下水道への未接続及び浄化槽法定検査受検率の低迷
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① 生活排水処理施設整備状況<P5> 

② 生活排水クリーン処理率＊ <P6> 

処理施設別人口割合

＊１ 国のマニュアルに基づき、中期目標を１０年後、長期目標を２０年後に設定

（％）

基準年度
（平成２７年度）

中期目標年度
（令和７年度）

長期目標年度
（令和１７年度）

目標値（生活排水クリーン処理率） 80.7%（実績） 88.9% 95.8%
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